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　画像編 第2部では，異常画像を使って学習済みモ
デルをトレーニングし，実機で効果を確認します．

・ 生成AIを使って異常画像を作る
・ 異常画像を利用して異常検出用の学習済みモデル
を作る

・ 実機で推論する
異常検出システム作りにおいては，大量の異常画像

データが必要となることが課題でした．しかし正常な
画像データがあれば，インペインティング技術を用い
て人工的に異常画像を生成できます．これによりデー
タ収集のコストを大幅に削減し，より手軽に異常検出
システムを構築することが可能になります．

● 異常検出システム作りのステップ
画像編 第2部のステップは次の通りです（図1）．

1，正常品または正常状態をカメラで撮影
2，�1をベースにインペインティング技術で異常画像

を作る
3，データセット作成
4，学習済みモデルをトレーニング
5，学習済みモデルを利用した推論
　画像を集めてデータセットを作成するには，商品や
部品の画像をカメラで撮影し，その画像を加工しま
す．加工には，データ拡張や画像生成AIのインペイ

ンティング機能を用います．加工された画像はデータ
セットにまとめられ，

・ 学習済みモデルのトレーニング用
・ 学習済みモデルのテスト用
・ 学習済みモデルを使った推論用

の3つを用意します．実際にこれらのデータセットを
使って，異常検出のための学習済みモデルをトレーニ
ングし，実機にて効果を検証します（写真1）．

異常検出に使うフレームワークと 
アルゴリズム
● 推論に使うPythonライブラリ：Anomalib

学習済みモデルを利用した推論には，異常検知に特
化 し た オ ー プ ン ソ ー ス（Apache License 2.0）の
PythonライブラリAnomalibを使います．このライブ
ラリの中核には，深層学習モデルが組み込まれてお
り，次の流れで異常検知を行います．
1，�特徴抽出…入力された画像から，学習済みモデ

ルによって特徴を抽出する
2，�異常スコア計算…抽出された特徴に基づいて，

各画像の異常度を数値化する
3，�異常判定…数値が一定のしきい値を超えた場合，

その画像を異常と判定する
　Anomalibに は 最 先 端 の 異 常 検 知 ア ル ゴ リ ズ ム
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図1　画像編 第2部でトライするのは，生成した異常画像でトレーニングした学習済みモデルによる推論

インペインティング（Inpainting）とは，画像の不要な領域をマスク処理
するなどしたのち，周辺情報を利用して修復する技術のことです．
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